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新しい歯周治療の選択肢 
－歯周組織再生剤「リグロスⓇ」を良く知っていただくために－
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　近年“再生医療”に対する期待が高まっていますが，歯科領域では他の医療分野に先立ち歯周組織再生誘
導法（GTR法）がいち早く登場し，歯周組織の再生が現実のものになっていました。その後，エナメルマトリッ
クスタンパクを主成分とする歯周組織再生用の高度医療管理機器としてエムドゲインⓇが開発され，現在はエ
ムドゲインⓇゲルとして臨床応用されています。しかしながら，これらの治療法は，人工膜を設置するなど手
技的に難易度が高かったり動物由来製品であるといった点に加え，概ね健康保険適応外の治療であることか
ら，わが国では広く多くの人に受け入れられるものではありませんでした。そこで，我々の研究室では，強
力な血管新生作用と間葉系細胞の増殖誘導能を有する塩基性線維芽細胞増殖因子（FGF-2）に注目し，科研
製薬（株）との共同研究でより簡便で有効な新規の歯周組織再生療法（FGF-2を有効成分とする歯周組織再
生用医薬品）の開発に長年取り組んできました。この度，歯周病学会の多くの会員の方々のご協力を得て，
これまでの研究成果が実を結び，世界初の歯周組織再生用FGF-2製剤として歯周組織再生剤「リグロスⓇ歯
科用液キット」が誕生し，2016年12月より販売が開始されました。
　今回のセミナーでは，「リグロスⓇ」の開発過程における動物実験でのFGF-2の歯周組織再生効果と，その
後に実施した歯周炎患者を対象とした歯周組織再生試験やエムドゲインⓇゲルとの比較試験などの臨床試験
の結果を通じて，「リグロスⓇ」の薬理作用について解説いたします。そして，「リグロスⓇ」の開発段階や販
売開始後に「リグロスⓇ」を投与した症例を通じて，「リグロスⓇ」の適応症や臨床効果について概説させて
いただきたいと思います。また，「リグロスⓇ」の開発段階における臨床例の長期的観察を通じて，「リグロスⓇ」
適応症例の長期的予後やその適応がもたらす効果についても情報提供する予定です。さらに，「リグロスⓇ」
の使用に際して，歯科衛生士の皆さんが担当されるであろう「リグロスⓇ」の診療室での保管や手術時の調製
方法についての注意点についても説明したいと思います。「リグロスⓇ」は健康保険適応の医薬品で，保険治
療のフラップ手術時に使用可能であることから，これまで以上に多くの方に適応が可能と考えられます。一
般に，歯周病でお困りの患者の皆さんは，口腔清掃指導などを通じて歯科衛生士との緊密な信頼関係が形成
されることが多く，歯科医師に尋ねにくいと感じられた場合でも歯科衛生士の皆さんには気楽にご相談され
ているように思われます。本セミナーが，新しく歯周治療の選択肢となった歯周組織再生剤「リグロスⓇ」に
対する歯科衛生士の皆様の理解に役立ち，患者の皆さんへの説明や臨床での「リグロスⓇ」の円滑な使用を通
じて，歯周炎患者の病状の改善に少しでも貢献できれば幸いです。

― 167 ―


